
 

 

  

 平成 21 年度 第１四半期決算説明資料 
 
１．損益の状況【単体】  
      

 

 

 

 

 

 

 

                           （単位：百万円） 

 
平成 21 年度 

第 1四半期 

平成 20 年度 

第 1四半期 
増 減  

平成 21 年度

第 2四半期累計

期間(中間期)

予想値 

 業 務 粗 利 益 27,459 29,230 △ 1,771   

 資 金 利 益 26,744 26,773 △ 29   

 役務取引等利益 3,375 3,591 △ 215   

 特定取引利益 115 106 8   

 その他業務利益 △ 2,775 △ 1,241 △ 1,534   

   （うち国債等債券損益） △ 2,870 △ 1,463 △ 1,407   

 経          費 18,455 18,498 △ 43   

 一般貸倒引当金繰入額 199 △ 138 338   

 業 務 純 益 8,803 10,870 △ 2,066  20,000 

 コ ア 業 務 純 益 11,874 12,195 △ 320   

 臨  時  損  益 △ 5,452 △ 3,864 △ 1,588   

 うち不良債権処理額 5,306 3,810 1,495   

 うち株式等関係損益 △ 73 △ 487 413   

 経 常 利 益 3,351 7,003 △ 3,652  10,000 

 特 別 損 益 108 452 △ 344   

 うち減損損失 24 23 1   

 うち償却債権取立益 260 545 △ 285   

 税引前四半期純利益 3,459 7,455 △ 3,996   

 法人税等合計 96 1,053 △ 957   

 四半期純利益 3,362 6,402 △ 3,039  6,000 
      

 実質信用コスト 5,246 3,126 2,119   

   （注）１. コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益 

            ２. 実質信用コスト＝一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額－償却債権取立益 

・２１年度第１四半期の業務純益は、海外証券化商品の前倒し売却による国債等債券損益の

減少や市況低迷による預り資産収益の減少等により、前年同期比２０億円減少の８８億円

となりました。 

・経常利益は、業務純益の減少に加え、景気低迷による担保価値下落の影響等から不良債権

処理額が増加したこと等により、前年同期比３６億円減少の３３億円となりました。また、

四半期純利益は、前年同期比３０億円減少の３３億円となりました。 

（株）常陽銀行（8333）平成22年3月期第1四半期決算短信
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 ２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」【単体】 

 

 

 

 

 

 

      (単位：億円,％)

 平成 21 年 6 月末 平成 21 年 3 月末 増 減 

破産更生債権及びこれらに準ず

る債権 245 250 △ 4 

危険債権 780 777 2 

要管理債権 177 183 △ 6 

小 計(Ａ) 1,203 1,211 △ 8 

正常債権 47,753 48,806 △ 1,052 

合 計(Ｂ) 48,956 50,017 △ 1,061 

不良債権比率(Ａ)/(Ｂ) 2.45 2.42 0.03 
 
 
 

 
 

 

３．自己資本比率（国内基準） 

 

 

 

 

 

【連結】 (単位：億円,％)      (単位：億円,％)

 平成 21 年 6 月末(実績)  平成 21 年 3 月末(実績) 

自己資本比率 12.83  12.91 

（ＴｉｅｒⅠ比率） 11.48  11.58 

ＴｉｅｒⅠ 3,692  3,651 

ＴｉｅｒⅡ 469  468 

控除項目 35  48 

自己資本 4,125  4,072 

リスク・アセット 32,145  31,519 

総所要自己資本額 1,285  1,260 

 （注）１．信用リスク・アセットの算出においては基礎的内部格付手法を採用しております。また、オペ
レーショナル・リスクの算出においては粗利益配分手法を採用しております。 

    ２．総所要自己資本額はリスク・アセットに４％を乗じた額であります。 

・２１年６月末の金融再生法ベースの開示額は１，２０３億円で、２１年３月末比８億円減少

しました。 

・また、不良債権比率は２．４５％と、２１年３月末比ほぼ横ばいとなりました。 

・２１年６月末の連結自己資本比率は１２．８３％と国内基準として求められる４％を大幅に上回

り引続き高い健全性を維持しております。また、単体自己資本比率は１２．６５％となりました。

（株）常陽銀行（8333）平成22年3月期第1四半期決算短信
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【単体】 (単位：億円,％)      (単位：億円,％)

 平成 21 年 6 月末(実績)  平成 21 年 3 月末(実績) 

自己資本比率 12.65  12.74 

（ＴｉｅｒⅠ比率） 11.42  11.52 

ＴｉｅｒⅠ 3,645  3,604 

ＴｉｅｒⅡ 448  448 

控除項目 55  67 

自己資本 4,038  3,986 

リスク・アセット 31,908  31,273 

総所要自己資本額 1,276  1,250 

 （注）１．信用リスク・アセットの算出においては基礎的内部格付手法を採用しております。また、オペ
レーショナル・リスクの算出においては粗利益配分手法を採用しております。 

    ２．総所要自己資本額はリスク・アセットに４％を乗じた額であります。 

 

 

４．時価のある有価証券の評価差額【単体】 

 

 

 

 

 

 

    

(単位：億円)                        (単位：億円) 

平成 21 年 6月末  平成 21 年 3月末 

時価 評価差額  時価 評価差額  

  うち益 うち損    うち益 うち損 

その他有価証券 21,431 372 605 233  19,705 △127 294 422

 株式 1,756 308 402 94  1,417 △36 166 203

 債券 17,274 185 191 6  15,575 99 113 14

 その他 2,400 △122 10 132  2,711 △190 14 205

(注)１．有価証券のほか、信託受益権も含めております。 

２．なお、満期保有目的の債券、子会社・関連会社株式に係る含み損益は以下のとおりであります。 

 

     (単位：億円)                     (単位：億円) 

平成 21 年 6月末  平成 21 年 3月末 

帳簿価額 含み損益  帳簿価額 含み損益  

  うち益 うち損    うち益 うち損 

満期保有目的の

債券 
353 △0 1 2  375 △23 0 23

子会社・関連会

社株式 
－ － － －  － － － －

 

・２１年６月末のその他有価証券の評価差額（時価と帳簿価額との差額）は、３７２億円の

評価益となっております。 
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５．貸出金・預金・預り資産の状況【単体】 

 

（１） 貸出金 

 

 

 

 

 

 

   

    (単位：億円)

   平成 21 年 6 月末 平成 21 年 3 月末 増 減 

総貸出金 48,392 49,459 △1,066

 法 人 30,993 32,376 △1,382

 個 人 10,589 10,554 35

 地方公共団体 6,809 6,528 281
 

   平成 21 年 6 月末 平成 21 年 3 月末 増 減 

消費者ローン残高 13,220 13,144 76

 住宅ローン 9,451 9,359 91

 その他のローン 3,769 3,784 △15

 

（２） 預 金 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

   (単位：億円)

   平成 21 年 6 月末 平成 21 年 3 月末 増 減 

総預金 67,242 65,627 1,615

 うち個人預金 51,739 50,486 1,253

 
 

 （３） 預り資産 
 
 
 
 
                                                   (単位：億円) 

 平成 21 年 6 月末 平成 21 年 3 月末 増 減 

 投資信託 3,003 2,735 267

 外貨預金 683 682 0

 国債等 4,332 4,390 △58

年金保険(保険料収入ﾍﾞｰｽ) 2,340 2,188 151

合 計 10,359 9,997 361

 

以 上 

・２１年６月末の貸出金残高は、住宅ローン等の個人及び地方公共団体向け貸出は増加しました

が、公共工事引当貸の返済等季節的要因などにより法人向け貸出が減少した結果、

２１年３月末比１，０６６億円減少の４兆８，３９２億円となりました。 

・２１年６月末の投資信託や国債等の預り資産残高は、２１年３月末比３６１億円増加の

１０，３５９億円となりました。 

・２１年６月末の預金残高は、個人預金を中心に引続き堅調に増加し、２１年３月末比

１，６１５億円増加の６兆７，２４２億円となりました。 

（株）常陽銀行（8333）平成22年3月期第1四半期決算短信
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